
 

 

 

 

 

 

 

第 1６回生涯学習発表会 ３月１３日（ご案内） 
 

今回は「学びあい小田の文化をつな

げよう」をテーマに開催します。ステー

ジでの発表や昔懐かしい生活用品な

ど数多くの展示があります。ご覧くださ

い。 

無料の「うどん」や、「寄りん菜屋」の

お寿司など販売されます。 

ぜひご来場ください！ 

日 時  平成２8 年３月１３日（日） 

  午前９時３０分 開会 

場  所  小田地域センター 

≪むかしの生活用品、写真等≫ 

小田史跡調査会では、昔のくらしをたどる歴史資料を小田地域から集めて展示され

ます。昔の生活用品や、古い書き物（古書、教科書、写真など）を３月１０日までに 

小田地域センターへお出しくださるようご協力をお願いいたします。 

ご連絡をいただければ、取りにうかがいます。電話 438-0166 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自）「共和の郷・おだ」 文化教育部、小田地域センター 
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共和の郷・おだ 広報 第１４８号  

平成２８年３月 1 日発行  

自治組織「共和の郷・おだ」、小田地域センター  
 739-2207 広島県東広島市河内町小田 2182  

℡： 082-438-0166 ホームページ http：//kyouwanosato-oda.com/admin 
                   E-mail  mail@kyouwanosato-oda.com  

発表する子ども達の様子（昨年） 

作品展示（昨年）  

ステージ発表を観る皆さん（昨年）  



自治組織「共和の郷・おだ」役員改選  

お知らせ！ 

 

１．会長立候補の受付 
会長の任期が今年３月３１日付けで満了となります。 規約第１１条の規定により、 

 会長は立候補制となっています。会長職に立候補しようと思われる方は、事務局

（小田地域センター、電話 438－0166）へ申し出ください。 

【立候補の受付・締切】 

平成２８年３月２２日（火） 9：00 から 

３月３１日（木）１7：００まで 
 

 

 

 

 ※規約抜粋  

（役員の選任）  

第 11 条 会長は、立候補制とし、立候補者なき場合は、役員会で推薦し総会において

決定する。  

２ 副会長、事務局長、会計は、会長が推薦し役員会において承認を得る。  

３ 部長は、部員で選任する。ただし、女性部長は、全女性委員で、白竜部長は、満

６５才以上の全白竜部組委員で選任する。  

４ 副部長は、部長が選任する。  

５ 役員の任期は 2 年とし、補欠選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。  
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２．各組代表委員、組委員の選出 

○各組から６名の委員を選出してください。 

選出する委員：代表委員 1 名、組委員５名（男性 2 名、女性 2 名・白竜部 1 名）

です。 

○次の８部会のいずれかに所属し活動することとなります。 

（８部会の活動について参考資料） 

①総務企画部（情報発信、共和の郷・おだ、たより、ホームページ、小田ビジョン、

追悼式、新年の集いなど） 

②農村振興部（農産物品評会、田植えまつりや収穫祭、小田ビジョン） 

③文化教育部（講演会、地域文化活動推進、生涯学習発表会、小田ビジョン、

史跡めぐりウオーキング協賛，青少年健全育成活動など） 

④環境保全部（住みよい環境と暮らし良い福祉向上、小田ビジョン、こいのぼり、

美化作業、イルミネーション、防犯防災） 

⑤福祉ふれあい部（安心して暮らせる福祉の向上、小田ビジョン、夏祭、金婚者

表彰式など） 

⑥体育健康部（スポーツを通して交流活動、小田ビジョン、区民運動会、一周駅

伝、パークゴルフ大会など） 

⑦女性部（地域のさらなる活性化～、敬老会、敬老プレゼント、小田ビジョン、食

育講座など） 

⑧白竜部（健康、友愛、奉仕、パークゴルフ大会、小田ビジョン、健康づくり教室、

親睦旅行、しめ縄づくり、サロン活動など） 

※ 所属する部の希望者の方は第 1 希望～第 3 希望 をお書きください。所定の記

入用紙（組別代表委員、組委員記入用紙）をご利用ください。 

提出は 3月 31 日（月）１7：００まで事務局（小田地域センター、電話 438－0166 ）

へ提出してください。 

○また、組内の「高齢者等見守り協力員」３名以上の選任も合わせて提出ください。 

（自）「共和の郷・おだ」事務局 
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農事組合法人ファーム・おだ  

第１１回通常総会盛大に開催される（２月２８日）  

 

  「 農 事 組 合 法 人 フ ァ ー ム ・ お だ 」 で は 、   

１ １ 回 通 常 総 会 に 県 議 会 議 員 下 原 康 充 様 、 

東広島市長藏田義雄様、市議会議員高橋典弘

様 、 広 島 中 央 農 業 協 同 組 合 代 表 理 事 組 合 長 

徳永邦雄様の出席をいただき盛大に開催され

ました。  

組合員の皆様方多数の出席と事業推進に多

大のご支援、協力があったこと、あわせて設

立１０周年記念を迎えることが出来たことに

対する、小田区民の皆様へのお礼と感謝の言

葉がありました。             

  また、昨年１１月２３日に東京：明治神宮で開催さ

れた、第５４回農林水産祭での農林水産大臣賞受賞者

約５００点の中から、農産部門で最高の栄誉である天

皇拝の受賞の報告がありました。  

 農産部門の天皇杯受賞は、中四国地域で初めての受賞

であり、中山間地域における地域対策と農業対策の一体化、

そして６次産業化で所得向上を目指していることが高い評価を受けたと報告されまし

た。 

 この受賞は、組合員全員の受賞であり、共に慶びを分かち合いましょうと力強い挨

拶がありました。 

受賞理由は、①中山間地域における稲作を中心とした 6 次産業化・経営の多角化に取

り組んだこと。②活性化の仕組みが地域づくり、集落営農の体制づくりを「共和の郷・

おだ」が行い、営農実働組織である「ファーム・おだ」が生産活動を行う新 2 階建て

方式で行っていること。③従来の小規模、個人経営から 103 ヘクタールの経営規模と

生産コスト並びに農産物取扱量のスケールメリットにより、収入が大幅に増加したこ

と。平成 27 年度は、総収入額１７，００５万円（前年比１２９％）集落還元額６，７

８６万円＝４５万円／戸となったこと。④米粉パン工房「パン＆米夢」では、女性の

力を活用した商品開発や販路拡大に取り組んでいること等である。今後も、受賞を契

機に更なる進化・発展に努力し、小田地域の農業・農村が元気になることを目指し、

これからは 10 年先の目標に「小田未来創生図＝ビジョンマップ」の実現に向けて、最

終目標であります小田地域が「住みよく、楽しく、明るい地域づくり」の実現に努力

することを理事一丸となって実施するとの喜ばしいあいさつでした。  

基本方針では、 

 小田地区の農地、労働力など農業生産資源を最大限に活用しながら、作付の団地化、

省力化、低コスト化を図り、水稲、大豆、小麦、飼料作物、酒米、米粉、野菜の安定

生産と米の精米による消費者への直販並びに米粉パンの製造販売を拡大し、法人経営

を協業によって、組合員の共同の利益を増進することを目的とし、次のことを全力で

実施する。              ４ 

吉弘組合長  



①消費者に安全・安心な美味しい農産物を供給するため、特別栽培農産物などにこだ

わることを基本に減肥、減農薬栽培を行い、トレーサビリティ（取引の記録と保存）

と食品の品質表示基準を厳守する。 

②地産地消を推進するため、学校給食センター等に安定供給ができる野菜栽培や米粉

パンの製造を行い米の消費拡大を図る。 

③栽培面では、組合員による畦畔の草刈及び水管理の徹底を図り、除草効果を高め、

中干しによる倒伏防止や適期刈取りで品質の向上と収量の増大を図る。また、草刈作

業の軽量化のため、小型除草ロボットの早期商品化を提言する。 

④平成 26 年から実施している「革新的技術緊急展開事業」を引き続き実施し、鉄コ

ーテｲング湛水直播栽培、飼料用多収穫品種栽培、大豆の晩播による難防除雑草防除技

術、シバ植生転換による畦畔管理技術の課題を早急に解決する。 

⑤耕畜連携では、稲わらの早期収集・貯蔵を行って、良品質の稲わらを供給する。ま

た、米粉用多収品種の栽培による米粉パンへの適正を検討する。 

⑥作業計画を綿密に行い、適正人員配置による適期作業と作業の効率化を図る。 

⑦農機具の整備点検を徹底し、修繕費の節減を図る。 

これから３年間を担う役員の紹介では（組順）  

    理事（１５名）  森原敏昭、  勝田和波、  有田豊秋、  植木  紀子、渡辺千穂子 

          上野満幸、中原伸夫、大田俊夫、吉弘昌昭 、宅永和伸 

          小早川正治、土肥利雄、谷平和則、間宮正光、中川稔 

  監事 ２名   国原昭典、平賀京治  

事業計画の作付面積では、  

 (1) 水稲作付け計画(54%)          49. 1ｈａ   田植予定時期 

       コシヒカリ（普通）        ２１．８ｈａ     ４月２４日～５月５日  

       あきろまん                 ３．５ｈａ    ５月１１日        

        ヒノヒカリ                  ２２．６ｈａ     ５月１４日～６月６日    

        ヒメノモチ                 １．２ｈａ     ５月６日 

 (2）転作計画     （46％）           47.3ｈａ     は種予定時期 

     大   豆             １８．１ｈａ     ６月２０日～７月１０日 

        そ    ば                   ２．７ｈａ     ８月２０日～２５日 

        小  麦             ９．０ｈａ    １１月７日～２５日  

        野 菜 他                    １．５ｈａ     ３月～２月 

    新規需要米（米粉・飼料米）  １２．０ｈａ    ５月４日～５月１４日 

     酒米山田錦           ４．０ｈａ   ６月５日～６月 10 日 

行事計画では、 (1) 第３1 回小田営農田植えまつりの開催。（5 月） 

          (2) 第３1 回小田収穫まつりの開催。（10 月） 

              (3)パントマイム４周年誕生祭（５月）  

             （4）各組毎の懇談会の開催。（4.8 月）   

              (5) 各種イベントへの参加。 

 

以上の内容で報告があり、提出議案は全て承認されました。  

今後ともファームおだや関連団体と連携した地域づくり活動を行ってまいります。  

 

（自）「共和の郷・おだ」農村振興部  
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第４１回 
小田一周駅伝競走大会（２月７日報告） 

 

沿道でのご声援ありがとうございました。 

今回は、児童の部７チーム、中学生の

部８チーム、全区間８人の１０２人がタスキ

をつなぎ、優勝は、児童の部「東広島ジュ

ニアＣ」、中学生の部「河内中陸上部Ａ」で

した。 

参加者の感想では、監督者から「子ども

達は、駅伝というスポーツを通して、仲間と

タスキをつなぎ走る楽しみを感じました」「温かいうどんをいただき、みんなで心も体も

ぽかぽかで帰りました」子ども達からは、「もう少し走りたかったな～」「まだ、走り足りな

いな～」「次回も楽しみにしています」「小田地区の皆さんの温かいご声援ありがとう

ございました」など沢山の感想をいただきました。 

大会を盛り上げていただいた地域の皆さんや大会役員の皆様には多大なご支援

をいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自）「共和の郷・おだ」体育健康部 部長谷平和則 
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優勝「東広島ジュニアＣ」 優勝「河内中陸上部Ａ」 

中継所の様子  中継所の様子  

開会式の様子  



 

 

 

 

 

健康づくり教室 （２月２３日報告） 
 

今年度５回目の健康づくり教室は、 

講師の酒井先生の３分間のケアプログ

ラムにより、足部のケアマッサージを重

点に行い、足は第二の心臓、全身の器官

とつながっていると言われ、「足指開き」

「足反らし曲げ」「足ひねり」など風呂

上りが一番お勧めとの講義を受けまし

た。 

※地域センターに足部のケアマッサー

ジのプリントがありますのでご利用ください。 

来年度も５回の教室を開催する予定です。第１回目５月２３日、第２回目

は７月２０日・・・順次郷たよりでお知らせします。 

お気軽にご参加ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（自）「共和の郷・おだ」 白竜部、小田地域センター 
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ありがとうございました。 
ご寄付は自治組織「共和の郷・おだ」の活動のため、有効に活用させていただ

きます。 

見舞い返し   ２月   森原道範 様 

 

自治組織「共和の郷・おだ」 会長  瀬川豊茂 福祉ふれあい部長  飯沼範雄  

シロミティーズのみなさ

ん  

ピート・デナヒー＆フットヒル・ド

ライブ  

酒井紀子先生  

教室の様子  



みんなの掲示板  

２月２５日 ＴＳＳテレビ番組 ひろしま満点ママで「寄りん菜屋」と「パ

ンとマイム」が放送されました。  

この番組は、河内町のふるさとの香りを体験！ 東広島市河内ツアーで、

宇山「そば処 さわやか茶屋」入野「入野舞茸ふれあいの里」小田「寄りん

菜屋・パンとマイム」の放送でした。      （写真は番組より）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄りん菜屋・パン＆マイム スタッフ  

８ 

木工教室でのインタビューの様子  
パンとマイムでのインタビューの様子  


